
Ｒ８予算案 9.1億円（Ｒ７予算 12.8億円）高校授業料の無償化

高等学校授業料等の支援制度を拡充（国の就学支援金に県が上乗せして支援）

〈問い合わせ先〉 ① 地域創造部こども・女性局教育振興課 関戸課長補佐（内線61242）
② 教育委員会事務局学校支援課 甲斐課長補佐（内線64782）

１．対象世帯：県内に保護者が在住し、こどもが県内の私立高等学校等に通う世帯

２．拡充内容：所得制限を撤廃し、全世帯に対して、国の就学支援金と合わせ、最大６３万円を支援
※国公立高等学校は、令和７年度から所得制限なしに最大11万8,800円を支援することで無償化が実現済

現行制度 令和８年度

※１ 私立高等学校・高等専門学校・私立専修学校（高等課程（３年制））（通信制高校については、県内に設置された県の認可校に限る）
※２ 通信制は３２万１０００円
※３ 世帯年収は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人のサラリーマン世帯の場合の目安

【私立高等学校等※１ （全日制・定時制）の支援イメージ）】

（国）高等学校等就学支援金等 （県）授業料等軽減補助金 （国）高等学校等就学支援金 （県）授業料等軽減補助金

※２

※３

※２

※３

こどもたちが家庭の経済的状況にかかわらず、希望する進路を選択できるよう授業料等を支援

[国10/10] [国3/4 県1/4(交付税措置あり)][県10/10] [県10/10]
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Ｒ８予算案 ３３.７億円学校給食費の無償化

保護者負担となっている学校給食費（食材費）の負担軽減を通じた子育て支援を実施

Ｒ８予算案 ３３.７億円

・【補助対象経費】
公立の小学校（義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部を含む）の学校給食費

・【補助額】
市町村立学校 給食実施校の在籍児童数×月額5,200円(※)×11ヶ月分を国1/2、県1/2で負担
特別支援学校 給食実施校の在籍児童数×月額6,200円(※)×11ヶ月分を国1/2、県1/2で負担

（※）基準額：令和５年度学校給食実施状況調査における平均額に近年の物価動向を加味して設定
◎基準額を下回る市町村についてはその金額を補助

〈問い合わせ先〉教育委員会事務局体育健康課 福井課長補佐（内線６５００２）

（Ｒ７予算 ー ）

新
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Ｒ8予算案 3９.７億円 （Ｒ7予算 27.4億円）
Ｒ9～10債務負担行為 5１億円

県立学校の環境改善

① 県立高校トイレピッカピカ５カ年計画を推進

Ｒ８予算案 29.5億円（Ｒ７予算 13.6億円）

Ｒ９～10債務負担行為 43.5億円

○Ｒ６年度～10年度でトイレの洋式化・乾式化等

○Ｒ８年度は８校で工事完了、残りの高校についても順次工事着手

② 特別教室、体育館等への空調設備の設置

Ｒ８予算案 4.6億円（Ｒ７予算 6.8億円）

Ｒ９債務負担行為 3.8億円

【特別教室：Ｒ８年度中に全校設置完了予定】

・稼働率の高い教室を優先して空調設備を設置（6校10室）

【体育館：Ｒ13年度中に全校設置完了予定】

・授業中等の熱中症対策のために空調設備を設置
（県立高校：設計５校、特別支援学校：２校に設置）

〈問い合わせ先〉教育委員会事務局学校支援課 竹谷課長補佐（内線64783）

③ 県立学校の老朽化対策

Ｒ８予算案 5.6億円（Ｒ７予算 7億円）

Ｒ９債務負担行為 3.7億円

・屋上防水改修等の大規模な改修

・教育環境改善のための修繕や備品更新等

【工事完了後】
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